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2013 年 6月26 日に本学において博士の学位を授与した者の論文内容の要旨及び論文審査の
結果の要旨を収録したものである。
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第 1章「序論」では、ヒトの注意と不安の関係について概説し、脳波の P30 振幅が注意資源の
配分量を評価する指標として有用であることを述べる。また、既存の研究を参照し、 P30 を用いて
注意と不安の関係を検討する意義を述べ、本論文の目的を明らかにする。





















































































れている。 P30 を用いた多くの先行研究から、 P30 振幅は注意資源の配分量を反映すると考え
られる。しかし、不安特性が注意資源に及ぼす影響に関する研究は、 ERP 成分を用いた検討が見
られるものの、 P30 では十分に明らかとなっていない。
































実験では、 16 名（女性）の被験者を用い、日本版 STAI 特性不安検査を行って、その判定基準
から低不安群と高不安群に分類した。 P30 は、 1単語 5色（作業負担が小さい課題）と 5単語 5







また、課題間の比較において、 5単語5色課題では、 1単語5色課題に比べて、 P30 振幅が低く、
作業時間が遅延し、誤答率が増加し、疲労感が高くなった。また、 5単語5色課題では色と単語の




















































































































者 16名（女性）を日本版STAI 特性不安検査結果から低不安群と高不安群に分類し、 P30 により
反応時間と誤答率を測定し、同時に主観評価による作業時の色と単語へ向けた注意の割合につ












安特性との関係を P30 により同様に実験的に検討している。 1名（男性4名、女性7名）の被験
者により、日本版STAI 特性不安検査結果から低不安群と高不安群に分類し、二重課題の前後に




































員会は平成 25 年4月 29 日に脇坂佳子氏への博士学位記授与を承認した。
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